
  ■②-1 巨大地震（南海トラフ地震等）を想定した耐震性能の確保 

〇南海トラフを想定した耐震設計 
  吉野川大橋の耐震設計では、プレート境界型地震（タイプⅠ）と内陸直下型地震（タイプⅡ）に対する設計に加え、 
 発生が懸念される南海トラフ地震に対する検討を行い、巨大地震に対する耐震性能を確保した。 

【設計対象地震動】 
 ・タイプⅠ地震動：H15.9.26 / 十勝沖地震 / 最大震度6弱（マグニチュード8.0）※1 

  タイプⅠ地震動：H23.3.11 / 東北地方太平洋沖地震 / 最大震度7（マグニチュード9.0 ） ※1 
 ・タイプⅡ地震動：H7.1.17 /兵庫県南部地震 / 最大震度7（マグニチュード7.3 ） ※1 
 ・南海トラフ地震：今後発生が懸念される/徳島市周辺 / 最大震度7 ※2 
【耐震設計】 
 ・タイプⅠ、タイプⅡ地震動：道路橋示方書に示される地震波を用いて設計を実施 
 ・南海トラフ地震：内閣府より公表された南海トラフ地震動を参考にサイト波を作成し照査を実施 

※1：気象庁HPより、※2：内閣府HPH24.8.29報道発表資料より 

地　震
タイプ

地盤
種別

呼び名 地震名 記録場所及び成分
最大加速度
（gal）

Ⅰ-Ⅲ-1  H15十勝沖地震
 大樹町生花
　観測点地盤上EW成分

506.015

Ⅰ-Ⅲ-2
 山崎震動
　観測所地盤上NS成分

574.178

Ⅰ-Ⅲ-3
 土浦出張所
　構内地盤上EW成分

690.620

Ⅱ-Ⅲ-1
 東神戸大橋
　周辺地盤上N27W成分

591.034

Ⅱ-Ⅲ-2
 ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ内
　　地盤上NS成分

557.427

Ⅱ-Ⅲ-3
 ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ内
　　地盤上EW成分

619.186

タイプ1 Ⅲ種
 H23東北地方
  　太平洋沖地震

タイプ2 Ⅲ種  H7兵庫県南部地震
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道示波Ⅰ-Ⅲ-3

道示波Ⅱ-Ⅲ-3

サイト波-基本-NS

サイト波-基本-EW

吉野川大橋固有周期 1.0s～1.4s

道路橋示方書

地震波と同程度

の加速度応答

<道路橋示方書地震動> 
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  ■②-2 巨大地震（南海トラフ地震等）を想定した耐震性能の確保 

〇軟弱層を適切に評価した基礎構造の検討 
  吉野川大橋の基礎設計では、厚く堆積した軟弱地盤の地盤特性に応じて、液状化、地震波、橋と地盤の共振に 
 配慮した基礎構造を検討する。 

【地質調査結果】 
・支持層：地質調査結果よりN値30以上が確認できるDg1層を支持層とした。 
・液状化：As1、Asc層にて液状化が想定される。 
・地盤特性：Ⅲ種地盤（地盤の特性値 TG＝1.0～1.5s） 

【設計での取り扱い】 
・液状化層（軟弱層） 
 河川構造令に基づき鋼管基礎天端を既往最深 
 河床から2m以上確保。 
 （液状化の影響を受けない） 
・耐震設計 
 地盤特性に応じた地震波により耐震設計を実 
 施し耐震性能を確保。 
・構造形式 
 共振を避ける目的で免震設計は採用しない。 
 （長周期化を避けた剛結構造を採用） 
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液状化層
 （約13m）

非液状化層

B1-2(STA.112+40.0m,R-68m)投影,掘進長=51.0m

 N値
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■②-3 巨大地震（南海トラフ地震等）を想定した耐震性能の確保 

〇陸上部を含めた連続化（ノージョイント化）の検討 
  渡河部と陸上部との接続部において、構造上や維持管理上の弱点となるジョイント（伸縮装置）を省略して、 
 耐震性能・耐久性等の向上を図る。 

大規模な伸縮量に対応するため、支承の施工に 
ポストスライド方式を採用し、連続化を図った。 

ジョイント省略 

①支承据え付け時 ②架設中～ポストスライド施工 ③完成時・標準温度時 

ポストスライド方式概略図 

スライド方向 
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陸上部も含めたPC15径間連続箱桁橋を採用し、ジョイントを省略 

陸上部の6径間を 
3径間にして連続化 

標準案として 
採用 



■②-4 巨大地震（南海トラフ地震等）を想定した耐震性能の確保 

〇上下部工剛結構造の検討 
  渡河部径間において、構造上や維持管理上の弱点となる支承構造から、可能な限り剛結構造を採用することにより、 
 耐震性能・維持管理性等の向上を図る。 

■剛結構造による効果 

上下部工剛結構造 

◇支承コストの削減による経済性の向上 
◇不静定構造による耐震性の向上 
◇支承数縮減による維持管理性の向上 
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支承構造 支承構造 

標準案として 
採用 



  
以下に、コンセプト①と②に関してまとめる。 
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■コンセプト①：吉野川渡河部の環境保全に配慮した構造及び施工 
・箱桁を高強度化することで、主桁断面を縮小化し、桁下空間を最大限確保。 
・橋脚を高強度化することで、橋脚断面を縮小化し、消失面積を最小化。 
・基礎を高強度化することで、基礎断面を縮小化、工期を短縮し、地形改変面積の最小化と鳥類の飛翔への影響を軽減。 
・橋脚のコンクリートの打設時に補助桁を用いることで、河川内の浚渫量を削減（基礎の整備時のみ浚渫）。 
 また、渇水期施工から通年施工が可能になるため、河川内の施工期間が短縮される。 
 
■コンセプト②：巨大地震（南海トラフ地震等）を想定した耐震性能の確保のまとめ 
・南海トラフ地震に対する検討を行い、巨大地震に対する耐震性能を確保。 
・液状化の影響を受けない構造。 
・陸上部も含めてジョイントを省略し、約1,700mのPC15径間連続箱桁橋とした（PC連続箱桁橋として日本最長）。 
・可能な限り剛結構造を採用し、耐震性能・維持管理性等の向上を図った。 

■コンセプト①：吉野川渡河部の環境保全に配慮した構造及び施工 
  コンセプト②：巨大地震（南海トラフ地震等）を想定した耐震性能の確保のまとめ 

PC15径間連続箱桁橋 

剛結部 

河口干潟 

川内（左岸） 沖洲（右岸） 
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